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【提出用】

気象・気候を予測する
気象・気候の未来を知ることは私たちにとって極めて重要です。そのために過去から現在
にかけての地球を理解することに加え、その理解に基づいて未来を予測するモデルの開発
が不可欠です。しかしこのような予測は一筋縄にはいきません。地球、特に大気を表現
するモデルは「カオス性（始まりの小さな差がその後大きくなること）」を内包している
からです。当研究室では大気よりも変化が緩やかな陸を切り口に、大気のカオス性を理解、
ひいてはその影響を抑制するための研究を行っています。

地球の「クセ」を特定する
気温や降水など、地球の状態は時々刻々と変わっていきます。
その中でも変化しない「クセ」を見つけることは地球の理解・
予測に役立ちます。当研究室は、陸に含まれる水の量や「土壌
水分記憶」と呼ばれる現象がこのカギになることを明らかに
してきました。

ポストプロセス手法で気象予報を改善する
今から3週間後は暖かくなるでしょうか、寒くなるでしょうか？
皆さんの普段見ている気象予報は大きな経済的・計算的コスト
が必要です。微小な追加コストでその精度を改良するポスト
プロセス手法を開発し、それが複数の気象予報モデルで有効で
あることを発見してきました。

大気の予報を陸の情報に「翻訳」する
気温や降水といった大気の情報のみならず、河川流量や湖沼・
ダム貯水池の貯留量（量）や，それらの水温（質）に関する
情報は防災や経済の観点からとても重要です。当研究室は、
これらをダイナミックに表現する世界唯一の数値モデルで水に
関するリスク研究をリードしています。
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